
正会員 164（個人：150 学生：0 企業・団体:14） 
賛助会員 46（個人：35 企業・団体：11） 
みなさまの会費や寄付金が運営費の一部となり、KU-MA 
活動を展開させていただいております。 
日頃のご支援に心より感謝を申し上げるとともに、引き続き、 
活動および活動資金へのご協力をお願いいたします。 
当会への寄付（賛助会費含む）は、寄付金控除の対象と 
なります。詳しくはﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでご確認ください。 

 

“宇宙を視座に大人が変わる 子どもが輝く 美しい星が生まれる” 【子どもと宇宙と未来をつなぐ】 

今年こそ良い年に 
会長 並木道義 

今年こそ皆様とともに良い年にしたいと願っておりました矢先、月を追うごとにコロナの変異株が猛威を振るってい

ます。なかなか収束せずに小さな子どもたちにも感染がみられるようになり、政府はとうとう 5 歳以上の子どもたちに

もワクチン接種を進めることになりました。引き続き、会員の皆様方も常に手洗い、うがい等を心掛けていただき感染

に注意していただきたいと願っております。 

令和 3 年度の「宇宙の学校」事業は、全国 28 会場の主催者のみなさ

んと相談をしながら、状況に応じて、感染対策はもちろんのこと開催時にも

感染リスクを減らすように様々な工夫を行いながら開催してまいりました。

昨年は緊急事態宣言が解除され対面での活動をし始めるとまた非常事

態宣言が出され、その都度、延期や中止を検討したり、オンラインなどに急

遽切り替えたりと主催者のみなさんとの連絡が密になった 1 年でした。 

昨年度から実施しているオンラインでの会員セミナーや宇宙の学校®の

地域主催者交流会で、このコロナ禍において日本全国の方々とインターネ

ットを介して、お話やご意見を伺うことができたことは、大変貴重な時間で

した。このようなオンラインでの活動も今後も継続していきたいと思ってお

ります。 

ご報告となりますが、令和 4 年 1 月 22 日に理事会を開催し、これまで

の 9 名の役員に加え、新たに 5 名の理事が就任しました。詳しいプロフィ

ールを次ページでご紹介いたします。今後の活躍が期待されます。 

最後に 2 月 24 日にロシアによるウクライナに対する軍事侵攻が始まりました。軍事施設のみを破壊すると言って

いたロシアも日を追うごとに住宅地や病院をも破壊し、妊婦さんや小さな子どもたちまでが犠牲になっています。いか

なる理由があっても、一方的にいのちを奪う行為は許されない事です。いのちの大切さをベースに子どもたちに 3 つ

の心を育む考えを日本や世界に発信し、地球上のすべての人々がこの考えをもとに行動してくれる事が KU-MA の

願いです。一刻も早くウクライナに平和が戻り、いのちの危険に晒されない生活に戻れることを願います。 
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■会員募集中！！ 
◇正会員：KU-MA のミッションに賛同し、活動を推進する個人/法人・団体  
年会費 個人：10,000 円(学生 5,000 円)、法人・団体：50,000 円 

◇賛助会員：KU-MA のミッションに賛同し、寄付いただける個人と法人・団体 
 年会費 個人：１口 1,000 円、法人・団体：１口 50,000 円 
※個人賛助会員への会員証の発行、メールマガジンの送付は 5 口以上からです。 

■会費や寄付金のお振込先 
【会費や寄付金のお振込先は下記の口座へ】 

横浜銀行 渕野辺支店 普通預金 1768456 

特定非営利活動法人子ども・宇宙・未来の会  

会長 並木 道義 

「子どもの宇宙」を広げ 未来を豊かに 
 KU-MA は JAXA 宇宙教育センターと宇宙教育活動に関する協定書に 

基づき、連携・協力しながら宇宙教育活動を推進しています 
「宇宙の学校®」は、KU-MA の登録商標です 

認定NPO法人 子ども・宇宙・未来の会 「宇宙の学校」事務局 
〒252-5210神奈川県相模原市中央区由野台3-1-1JAXA内 
電話・FAX : 042-750-2690  
E-mail : KU-MAs@ku-ma.or.jp  
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ :https://www.ku-ma.or.jp    

会員情報 

活動報告 

以前からご要望をいただいております年会費等のク

レジットカード決済につきまして、現在準備を進め

ております。準備が整えば、当会の web ページから、

年会費や寄付金の決済も可能になります。 

開始できるようになりましたら、メールマガジンや

更新時のお手紙等でご連絡いたします。 

事務局からお知らせ 

北極と南極のへぇ～ 
くらべてわかる地球のこと 
中山由美 著 /秋草愛 絵 

学研プラス 

 

北極・南極に何度も訪れている 

朝日新聞「極地」記者との異名を取る中山由美さん。 

そんな中山さんならではの視点から、読者の持っている 

極地のイメージをくつがえします！ 

おすすめ書籍 

▲写真は国分寺市おとなの「宇宙の学校」小川教授の講演模様 

国分寺市おとなの「宇宙の学校」を開催しました！！ 
今年のテーマは『太陽系に挑む』です。 
第一回は KU-MA 会員の寺薗淳也さんによる『太陽系探査の最
前線 ～月・火星・小惑星、そしてその先へ～』、第二回は JAXA 宇
宙科学研究所小川博之教授による『国際共同水星探査計画
BepiColombo と太陽系』水星探査のミッションや現状、今後の木
星探査についてもお話していただきました。第三回は並木会長によ
る「宇宙科学探査交流棟バーチャル見学」国分寺の会場で交流
棟の中を紹介しました。ご参加いただきましたみなさまありがとうご
ざいました。 


�����イベント支援等 

・2/12 国分寺市おとなの宇宙の学校① 

・3/12 国分寺市おとなの宇宙の学校② 

・3/17 杉並区立八成小学校特別授業 

・3/19 国分寺市おとなの宇宙の学校③ 


�����「宇宙の学校®」 

・今年度のスクーリングは全て終了 


�����自主事業 

・3/25.26 オンライン講座家族で楽しく学ぶ「宇宙の教室」 

・3/27「宇宙の学校®」 

10 周年記念事業オンライン特別セミナー 


�����その他 

・1 月 22 日令和 3 年度第二回理事会 新理事就任 


�����今後の予定 

・4/2.3 オンライン講座家族で楽しく学ぶ「宇宙の教室」 

・4/23 島根県安来市 さんそ学習館ケイオス宇宙教室 

    「家族旅行は気球に乗って、行き先は宇宙？」 

【編集後記】 
味噌汁飲むときに具が見えづらくなって、スマホの画面を近づけ

ると何か文字がぼやける・・・要するに老眼ですね。とうとう来た

かと思い、その事を人に話すとどういうわけか嬉しそうにする人

が多い気がするんですよねぇ。（た） 

ウクライナの悲しいニュースを見るたびに涙が。被害にあった人やものは

もとにはもどらない。恐怖や悲しみしか生まず、現地の人たちには、心に

深い傷が残ってしまう。コロナウイルスや地震などでも世界はつながって

いてこの地球に私たちはみんなで生きていると感じたが、1 秒でも早く、

この世界、この地球が平和になることを心から願います。いのちが何より

も大切なことを伝えること、教育の重要性をさらに感じました。（い） 

写真上 「宇宙の学校」スクーリング対面開催模様（たまプラーザ） 

写真下 急遽オンラインに切り替えてのスクーリング（岡山県） 


	SLIM　月着陸のイメージ　ⒸJAXA

